
 

 

 

 

 

かわさきＧＩＧＡスクール構想が始まり１年がたちました。令和４年度も感染症拡大防止

の措置が必要な場合など、状況に応じてＧＩＧＡ端末を持ち帰り、家庭での学習に使用する

ことを想定しております。このお知らせでは、家庭で使用する際に気をつけていだだきたい

ことをお伝えします。 
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①健康に気を付けて使います 

姿勢に気を付けて使い、30分に一度は目を休ませるようにします。 

②学習に使います 

 ＧＩＧＡ端末は学習用の端末です。指定以外の動画サイトを見たり、 

いたずらに使ったりしないようします。 

③個人情報の取り扱いに注意します 

ビデオ会議システムを使用する際は映り込みなどに気をつけてください。また、音楽や映像（肖像 

権）などに気をつけることも大切です。個人情報をインターネット上にあげないようにします。 

④大切に使います 

 落としたり、水にぬれたりしないように十分に気を付け、端末の横の穴に鉛筆や金属が触れないよ 

うにします。 

⑤詳しくはこちらをご覧ください 

ＧＩＧＡ端末以外の情報機器を

使う時にも気をつけましょう 

－ＧＩＧＡ端末にログインするときのやくそく－        

①アカウントはお子さんに貸与しています 

アカウントは保護者の方と共用することができません。 

保護者の方のみでのログインはできません。お子さんと一緒にご覧ください。 

②私的端末での利用は行いません 

IPアドレスが何度も変わることで自動的に不正アクセスとみなされ、アカウントが停止される場

合があります。お子さんが安全な使い方を学び、情報活用能力が身につくまでは貸与された端末

を使用してください。 

③ＧＩＧＡ端末を活用できる時間は決まっています。活用できるのは次の時間です 

小学生は朝６時〜夜10時、中学生は朝６時〜夜11時と設定しています。 

④不正ログイン（なりすまし等）は絶対に行わないでください 

情報化社会において、お互いに守るべき大切なルールの一つです。御家庭でも御指導ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－GIGA端末を活用した家庭での学びの支援について－ 

 

 

 

 
 

どれもオンラインでの学習支援ですが、実際は各学校が実態に合わせて取り組みます 

長時間の視聴は難しい小学校低学年の場合、自分で接続したり課題に取り組んだりできる中学生の場

合、感染症拡大防止のため児童生徒全員が登校せずに家庭で学ぶ場合・多くの児童生徒が教室にいて数名

が家庭から参加する場合、など、様々な児童生徒の状況や学習する環境に合わせて形を決めていきます。 

 

【ＧＩＧＡ端末を活用した学びの例】 

 家庭で過ごす期間や子どもたちの発達の段階等の状況に応じて、GIGA端末の活用以外にもねらいに応

じて作成した紙のワークシートやドリル等を活用することもあります。様々な方法で子どもたちの学びを

支援してまいりますので、御理解、御協力をお願いいたします。 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【ＧＩＧＡ端末を活用するにあたってのお願い】 

□当日朝の欠席等による急なオンラインの授業配信へは学習計画等の関係上から対応することができません。 

□オンラインでの教育活動の際は、録画や録音、スクリーンショットなどは行わないでください。 

□オンラインによる学習に参加する際には、身だしなみや背景に気をつけてください。 

□家庭におけるＧＩＧＡ端末の活用について、現在通信環境が整っていないご家庭にWi-Fiルーターを貸与して

いるところですが、今後もさらなるＧＩＧＡ端末活用を推進してまいりますので、ご家庭での環境整備にご

協力ください。 

―オンラインでの学習支援を安心安全に受けるためにー 

学校では、感染症拡大防止の措置が必要な場合等、Web会議システム（Google MeetやZoom）を活用

して学校と家庭等をオンラインでつないで教育活動を行っていくことを想定しています。朝や帰りの会、

HRでの健康観察、１日２～３時間を目安としてオンラインによる授業配信やGIGA 端末を活用した課題配

布などを行うこと考えられます。（ただし、校種、学年等発達の段階、教科等、また実施の時期などによ

り、取組内容がかわることがあります。）オンラインによる教育活動にあたっては、安心安全にお使いい

ただくために事前に保護者の方に同意をいただくものがあります。 

 

～保護者の方の同意が必要な教育活動例～ 

 ・臨時休業等におけるオンラインでの授業配信 ・外部講師や企業とつながる学習 

・小中連携授業など他の学校とつながる学習  ・部活動、委員会活動の打合せ など 

 

オンラインによる教育活動につきましては、同意をいただけないと参加できない場合があります。不安

がある方は学校までご相談ください。撮影の位置を工夫したり、座席の位置を変えて映り込まないよう配

慮したりするなど、対応を相談いたします。学校に御連絡ください。 

～課題の連絡、配布や提出～ 

  Googleクラスルームを使って、学校から課題

の連絡を受け取ったり、取り組んだ課題を提出

したりできます。 

 ～オンライン配信で家庭と学校がつながる～ 

Web会議システムを使って、オンライン上で家庭と

学校がつながります。健康観察や課題の確認、教科

の学習等ができます。 

 

～ドリルソフトを活用した学習～ 

「ミライシード」のドリルパークを活用して、

学校からの課題に取り組んだり、自分のペース

で学習したりすることができます。 

 

 ～インターネットを活用した学習～ 

検索したり、NHK for schoolを活用したりして、

さらに学習を深めることができます。 

「学校と家庭をつないだ学習」と聞いた時にイメージするのはどのようなものでしょうか。「黒板の

前で先生が話している姿を子どもが家から端末で視聴する」「先生と子どもが１対１で画面越しに話

している」「クラス全員が画面に映っていて、そのうちの一人である先生が説明している」など… 


